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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
　悪性新生物の転移、浸潤機構において細胞間接着装置adherens junctionやtight junctionの機能低下の関与
が示唆されている。従来、adherens junctionの構成蛋白であるEpithelial cadherin （E-cad） の発現減弱が消
化管悪性腫瘍や肝細胞癌の悪性度と相関することが報告されてきた。近年、細胞極性の維持や細胞間隙













































































9）CL-1 と E-cad の染色性に関連はあるか
10）CL-1 発現低下によりどのような機能変化がありうるか
11）細胞間接着装置を介したシグナル伝達機構は何か
これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
　　論文審査担当者　　主査　　浦　野　哲　盟
　　　　　　　　　　　副査　　小　出　幸　夫　　副査　　杉　原　一　廣
